
 44

ノウゼンカズラのはなし 2021.07.17 
ノウゼンカズラ科ノウゼンカズラ属の落葉性蔓性木本。夏から秋にかけて、エキゾチック

な赤色の大きな花を咲かせます。漢字で書くと「凌霄花」。天空をも凌ぐ高いところに咲

く花という意味を持っているそうです。中国原産ですが、平安時代の「本草和名」という

書物に名前が診られることから、その頃には日本に渡来していたと考えられています。古

来より、「ノウゼンカズラの花を触った手で目をこすると失明する」という話があるよう

ですが、根拠のない迷信とのこと。また、庭に植えてはいけない植物との話もあります

が、その理由は、壁や塀にへばりついた気根が建物を傷めてしまう危惧と、生命力が旺盛

で、気がつかないうちに庭を占拠し、駆除が難しいからといわれています。あまり知られ

ていないのが寿命の長さ。石川県の玉泉園や、島根県龍巌山のノウゼンカズラは樹齢 400

年ともいわれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


